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2広報いずみ ２０１０（平成２２年）６月号

じ
め
、
地
場
産
業
の
育
成
強
化
、
観
光
振

興
、
福
祉
、
教
育
な
ど
行
政
各
分
野
に
わ

た
り
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

更
な
る
市
勢
発
展
の
た
め
、
市
政
に
対

す
る
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
２

期
目
就
任
に
当
た
り
ま
し
て
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
先
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
支

持
を
頂
き
、
引
き
続
き
２
期
目
の
市
政

の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
改
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
と
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
日
、
我
が
国
は
、
昨
年
の
政
権
交
代

に
象
徴
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
時
代
の
大

き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
国

と
地
方
自
治
体
の
厳
し
い
財
政
状
況
は
、

当
分
の
間
も
続
く
も
の
と
思
わ
れ
、
財

政
基
盤
の
確
立
や
行
政
の
自
己
責
任
の

比
重
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
く
な
り
、

自
治
体
間
の
競
争
も
激
化
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
は
、
関
係
者
や
先
輩
諸
氏
の
こ

れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
来
年
３
月

に
迫
っ
た
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
の

ほ
か
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
出
水

阿
久
根
間
の
着
実
な
整
備
進
展
、
国
道

５
０
４
号
高
尾
野
紫
尾
ト
ン
ネ
ル
の
事

業
着
工
な
ど
、
高
速
交
通
網
の
整
備
が

順
調
に
進
展
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
完
成
に
よ
り
本
市
の
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
や
住
環
境
、
広
大
で
肥
沃
な

平
野
や
資
源
・
歴
史
を
生
か
し
た
農
林
水

産
業
、
商
工
業
、
観
光
等
の
振
興
や
交
流

人
口
等
の
増
大
が
期
待
さ
れ
、
出
水
地

域
は
今
後
大
き
く
発
展
す
る
可
能
性
を

秘
め
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
１
期
目
の
市
政
運

営
に
当
た
っ
て
は
、
合
併
に
伴
う
旧
市

町
間
の
融
和
を
図
り
、
地
域
の
優
れ
た

特
性
を
最
大
限
生
か
す
よ
う
な
諸
施
策

を
展
開
し
な
が
ら
行
財
政
改
革
を
進
め

る
こ
と
が
市
民
福
祉
の
向
上
、
市
勢
発

展
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
、
新
市
の

将
来
都
市
像
「
人
と
自
然
が
融
和
し
た
に

ぎ
わ
い
あ
る
元
気
都
市
出
水
市
」
の
実
現

に
向
け
、
安
全
・
安
心
で
た
く
ま
し
く
躍

進
す
る
出
水
市
の
創
造
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

２
期
目
の
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し

て
も
、
１
期
目
の
基
本
姿
勢
を
踏
ま
え

つ
つ
、
本
市
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す

病
院
問
題
や
企
業
誘
致
・
雇
用
問
題
を
は

渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋渋
谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
ののののののののののののののののののののの
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
ががががががががががががががががががががが
ススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

渋
谷
市
政
の
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト

執務中の市長

私
の
２
期
目
の
約
束

●
市
民
の
命
を
最
優
先
＝
医
療
セ
ン
タ
ー
の
公
設
公
営
の
堅
持

●
雇
用
の
新
た
な
創
出
＝
企
業
立
地
の
実
現

●
農
水
・
商
・
工
連
携
＝
地
場
産
業
の
育
成
強
化

●
交
通
道
路
網
の
整
備
＝
西
回
り
自
動
車
道
（
出
水
〜
阿
久
根
）、
北
薩
横
断
道
（
紫
尾

〜
泊
野
）、
県
・
市
道
等
の
整
備
促
進

●
総
合
産
業
と
し
て
の
観
光
の
振
興
、
交
流
人
口
の
増
大

●
思
い
や
り
と
温
か
さ
が
は
ぐ
く
む
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

●
若
者
が
定
着
す
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

●
歴
史
と
文
化
が
彩
る
出
水
ら
し
い
郷
土
教
育
の
推
進

●
環
境
に
優
し
い
エ
コ
の
ま
ち
づ
く
り

●
親
子
の
絆
を
深
め
る
家
庭
教
育
の
推
進

●
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
確
立

●
歴
史
と
文
化
が
薫
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
各
種
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
・
合
宿
の
開
催
、
誘
致
に
よ
る
競
技
力
の
向
上
と
活
性
化

●
行
財
政
改
革
の
断
行
と
公
平
・
公
正
な
ま
ち
づ
く
り



3 広報いずみ ２０１０（平成２２年）６月号

【
産
業
文
教
委
員
会
】

◎
宮
田　

幸
一

○
山
口　

光
一

　

餅
井　

敏
郎
、
表
迫　

和
成
、

　

堀
口　

文
治
、
小
倉　

幸
夫

【
建
設
水
道
委
員
会
】

◎
道
上　

正
己

○
出
水　

睦
雄

　

鶴
田　

均
、
杉
本　

尚
喜
、

　

兒
島　

喜
一
郎
、　

外　

�
男

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
堀
口　

文
治

○
田
上　

賢
一

　
　

出
水　

睦
雄
、
中
嶋　

敏
子
、

　
　

宮
田　

幸
一
、
川
畑　

寿
昭
、

　
　

外　

�
男
、
税
所　

司

【
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
】

◎　

田　

悌
次
郎

○
吉
元　
　

勇

　

鶴
田　

均
、
出
水　

睦
雄
、

　

中
嶋　

敏
子
、　

表
迫　

和
成

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

　

出
水
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
、
５

月　

日
に
開
会
さ
れ
、
議
長
と
副
議
長

１０
の
選
挙
、
各
常
任
委
員
会
委
員
等
の
選

任
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
と
副
議
長
の
選
挙
は
、
単
記
無

記
名
投
票
が
行
わ
れ
、
議
長
に
�
崎
正

風
氏（　

歳
）、
副
議
長
に
杉
本
尚
喜
氏

６９

（　

歳
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

４８
　

各
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び
そ
の
他

の
委
員
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

※
詳
し
く
は
、
出
水
市
議
会
だ
よ
り
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
総
務
病
院
委
員
会
】

◎
榎
園　
　

隆

○　

田　

悌
次
郎

　

土
屋　

工
吉
、　

中
嶋　

敏
子
、

　

築
地　

孝
一
、
田
上　

賢
一
、

　

�
崎　

正
風

【
市
民
福
祉
委
員
会
】

◎
税
所　
　

司

○
川
畑　

寿
昭

　

吉
元　
　

勇
、
田
上　

真
由
美
、

　

垣
内　

雄
一
、
田
頭　

良
成
、

　

山
口　

良
文

市 議 会 の 構 成 が 決 定

議　長　　�崎　正風　氏
副議長　　杉本　尚喜　氏

�崎　正風　議長杉本　尚喜　副議長
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市
で
は
、
平
成　

年
に
創
設
さ
れ
た
国
の

２０

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」を
活
用
し
た「
出
水

市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
」の
寄
付

金
を
、
お
も
に
本
市
出
身
の
県
外
在
住
の
皆

様
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
度
は　

件
の
個
人

２１

１７０

・
団
体
の
皆
様
か
ら
、
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い

と
と
も
に　

万
６
千
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

６１５

き
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
を
通
じ
て
寄

付
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
県
か
ら
の
配

分
金
も　

万
円
ほ
ど
あ
り
、
運
用
利
子
等
を

１７１

含
め
総
額
で　

万
７
千
円
の
積
立
て
を
す
る

７８８

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
ご
賛
同
の
皆
様
を
は
じ
め
寄
付

金
募
集
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
、

改
め
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
業
の
目
的
に
合
っ
た
寄
付
金
の
使
途
に

つ
い
て
は
、
現
在
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
昨
年
は
、
出
水
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
マ
ル
チ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
の
購
入
費
に

一
部
を
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
寄
付
金
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
親
戚
や
知
人
等
の
県
外
在
住
の

皆
様
に
、
国
の「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」を
利

用
し
た
本
市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
た
だ
き
、
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
々
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
に
必
要
な
書
類
は
、
企
画
政
策
課
か
ら

直
接
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
寄
付
金
は
一
口
５
千
円
で
次
表
の

四
つ
の
事
業
か
ら
選
択
し
て
、
何
口
で
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課
企
画
調
整
・
男
女
共
同

参
画
係
（
�
�
４
０
３
３
）

平
成　

年
度
【
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基

２１

金
】
寄
付
者
紹
介

居
住
地
お
よ
び
氏
名
（
氏
名
の
み
、
イ
ニ
シ

ャ
ル
の
み
を
含
む
）
の
公
表
を
了
解
い
た
だ

い
た
方
々
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
寄
付
受
付
順
・
敬
称
略
】

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

山
口　

睦
男

・
東
京
都
江
東
区　
　
　

松
浦　

昭
則

・
東
京
都
港
区　
　
　
　

田
上　

マ
サ
エ

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
添　

祥
一
郎

・
東
京
都
墨
田
区　
　
　

才
田　

喜
藏

・
神
奈
川
県
横
浜
市　
　

竹
中　

範
雄

・
千
葉
県
船
橋
市　
　
　

杉
本　

正
名

・
東
京
都
世
田
谷
区　
　

中
村　
　

節

・
千
葉
県
市
川
市　
　
　

上
田　

富
子

・
茨
城
県
那
珂
市　
　
　

吽
野　

清
子

・
埼
玉
県
草
加
市　
　
　

児
島　

泰
夫

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
下　

康
雄

・
東
京
都
板
橋
区　
　
　

野
中　
　

久

・
東
京
都
東
大
和
市　
　

中
村　
　

勲

・
兵
庫
県
神
戸
市　
　
　

若
井　

和
子

・
千
葉
県
市
原
市　
　
　

中
村　

和
昭

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

宮
川　

幸
男

・
埼
玉
県
川
越
市　
　
　

野
田　
　

貢

・
神
奈
川
県
海
老
名
市　

井
上　

通
行

・
兵
庫
県
淡
路
市　
　
　

畠
田　

典
年

・
千
葉
県
四
街
道
市　
　

荒
澤　

成
子

「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
」
の
寄
付
金
報
告

選択できる事業および平成21年度事業別積立金

積 立 金 額　　 事　　 業　　 名　　

１１１万３千円海・山・川などの自然環境を守りは
ぐくむ事業１

１５８万３千円教育・文化の振興を図り未来を担う
人づくり事業２

１２２万３千円ツルや武家屋敷など地域資源の保
全と活用を図る事業３

３９６万８千円その他地域の活性化など目的達成
のために必要な事業４

※口数に応じ複数の事業の選択が可能です。

平
成　

年
度
は
７
８
８
万
７
千
円
の
基
金
積
立
！

２１

寄付金控除の 
申告（寄付受入 
書添付） 

当該年の 
所得税から 
税軽減 

翌年度の 
住民税から 
税軽減 

通
知 

寄付申込書 

事業検討 
寄付ご賛同 

寄付受入書 

居住地に納める住民税所得割額の概ね1割を限度に、自己負担額（所得税の税率によって 
5,000円～3,800円）を除く寄付金全額が、所得税と個人住民税から軽減されます。 

★
寄
付
の
特
典
★

　

県
外
の
寄
付
者
に
は
、
一
年
間
、
市
の
広
報
紙

等
を
発
送
し
、
出
水
市
の
情
報
提
供
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
ほ
か
、「
か
ご
し
ま
応
援
者
」と
し
て
、
県

内
各
施
設
の
入
場
割
引
等
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。



5 広報いずみ ２０１０（平成２２年）６月号

・
兵
庫
県
加
古
川
市　
　

池
田　

十
藏

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

尾
郷　

良
幸

・
福
岡
県
春
日
市　
　
　

森　
　

可
成

・
東
京
都
練
馬
区　
　
　

宮
路　

貞
孝

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

小
原　

俊
治

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｙ

・
大
阪
府
堺
市　
　
　
　

柴
田　

昭
美

・
千
葉
県
市
原
市　
　
　

東
郷　

茂
代

・
神
奈
川
県
相
模
原
市　

土
屋　

武
二

・
東
京
都
町
田
市　
　
　

溝
口　

重
行

・
千
葉
県
船
橋
市　
　
　

加
藤　

ま
つ
え

・
福
岡
市　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
・
Ｋ

・
福
岡
市　
　
　

�
松
村
電
機
製
作
所

・
東
京
都
町
田
市　
　
　

西
郷　

貞
次

・
東
京
都
八
王
子
市　
　

菅　
　

明
江

・
千
葉
市　
　
　
　
　
　

宮
下　

瑞
弘

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
元　

典
子

・
大
阪
府
八
尾
市　
　

田
之
畑　

富
美
江

・
千
葉
県
市
川
市　
　
　

愛
甲　

藤
雄

・
埼
玉
県
北
本
市　
　
　

今
川　

一
雄

・
神
奈
川
県
横
浜
市　
　

田
代　

貞
幸

・
東
京
都
東
大
和
市　
　

中
村　

一
利

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
甲　

民
雄

・
東
京
都
板
橋
区　
　
　

青
木　

健
一

・
兵
庫
県
宝
塚
市　
　
　

尾
籠　
　

透

・
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市　

姫
嶋　

ミ
ヤ
ノ

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田　

常
夫

・
大
阪
府
堺
市　
　
　
　

外
薗　

憲
造

・　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
安
巳
・
幾
子

・
千
葉
県
市
川
市　
　

新
冨
昭
則
・
友
枝

・
東
京
都
足
立
区　
　
　

平
原　

定
敬

・
東
京
都
板
橋
区　
　
　

金
子　

俊
幸

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
崎　

み
き
え

・
東
京
都
狛
江
市　
　
　

山
下　

勝
也

・
千
葉
県
船
橋
市　
　
　

末
永　
　

誠

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
坂　

法
道

・
東
京
都
東
村
山
市　
　

軸
薗　

勝
久

・
東
京
都
新
宿
区　
　
　

窪
田　
　

勝

・
神
奈
川
県
平
塚
市　
　

仲
村　

昭
一

・
千
葉
県
八
千
代
市　
　

向
井　

逸
子

・
東
京
都
蕨
市　
　
　
　

�
久　

昌
子

・
東
京
都
八
王
子
市　
　

先
崎　
　

一

・
東
京
都
新
宿
区　
　
　

三
田　

幸
江

・
神
奈
川
県
海
老
名
市　

江
口　

幸
二

・
福
岡
県
北
九
州
市　
　

古
市　

重
信

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｍ
・
Ｍ

・
東
京
都
世
田
谷
区　
　

野
間
口　

至

・
神
奈
川
県
相
模
原
市　

麻
生　

雍
一
郎

・
栃
木
県
小
山
市　
　
　

佐
藤　

康
明

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

ス
ミ
エ

・
神
奈
川
県
横
浜
市　
　

遠
竹　

純
義

・
福
岡
市　
　
　
　
　
　

御
供
田　

誠

・
神
奈
川
県
横
浜
市　
　

津
田　

・
千
葉
県
東
金
市　
　
　

先
崎　

龍
雄

・
長
野
市　
　
　
　
　
　

植
木　

正
信

・
鹿
児
島
市　

南
国
交
通
㈱

　
　
　
　
　
　

従
業
員
・
役
職
員
一
同

・
福
岡
県
福
津
市　
　
　

岐
部　

善
治

・
兵
庫
県
西
宮
市　
　
　

岩
崎　

佑
子

・
千
葉
県
市
原
市　
　
　

本
田　

義
信

・
神
奈
川
県
藤
沢
市　
　

松
�　

正
利

・
出
水
市　
　

矢
筈
地
区

　
　
　
　
　
　

テ
レ
ビ
受
信
施
設
組
合

・
福
岡
市　
　
　
　
　
　

肥
本　

義
和

・
栃
木
県
足
利
市　
　
　

坂
原　

節
子

・
埼
玉
県
新
座
市　
　
　

特
手　

幸
治

・
東
京
都
八
王
子
市　
　
　

Ａ
・
Ｈ

・
東
京
都
羽
村
市　
　
　

小
町　

幸
子

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
・
Ｋ

・
東
京
都
北
区　
　
　
　

伊
福　

正
明

・
千
葉
県
市
原
市　
　
　

木
原　

フ
ジ
子

・
千
葉
県
松
戸
市　
　
　

大
石　
　

悟

・
東
京
都
町
田
市　
　
　
　

Ｔ
・
Ｆ

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　
　

稔

・
千
葉
県
市
原
市　
　
　

浜
畑　

武
光

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
松　

義
悌

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

昭
夫

・
千
葉
県
市
川
市　
　
　

轟
木　

昭
俊

・
大
阪
市　
　
　
　
　
　

犬
童　

幸
二

・
東
京
都
板
橋
区　
　
　

原
口　

良
則

・
千
葉
県
柏
市　
　
　
　

吉
川　

憲
行

・
愛
知
県
刈
谷
市　
　

御
所
園　

輝
雄

・
福
岡
県
筑
紫
野
市　

長
谷
川　

昭
夫

・
神
奈
川
県
逗
子
市　
　
　

Ｈ
・
Ｎ

・
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市　

川
内　

輝
夫

・
鹿
児
島
市　
　
　
　
　

三
浦　

幸
雄

・
京
都
府
京
田
辺
市　
　

榎
本　

比
呂
志

・
大
阪
府
羽
曳
野
市　
　

古
川　

利
浩

・
静
岡
県
熱
海
市　
　
　

野
部　
　

功

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｋ
・
Ｓ

・
出
水
市　
　

旧
出
水
市
役
所
係
長
会

　
　
　
　
　
　
【
平
成　

年
３
月　

日
現
在
】

２２

３１

出水市へのご寄付ありがとうございました 
 　平成21年10月1日から平成22年3月31日までに出水市に次の方々からご 

寄付がありましたのでお知らせします。（敬称略） 
　浄財をご寄付していただき感謝申し上げます。 
 

氏　名　　　　　　 住　所　　　　　　寄付の内容　　　　配置場所 

辻　雅夫 
 
国際ソロプチミスト出水 
会長　徳田　博子 
 
㈲時吉建設 
代表取締役 松本一正 
 
大豊工業㈱九州工場 
工場長　川口　和久 

非公表 
 

出水市米ノ津町8－16 

出水市野田町下名2379 

出水市緑町50－19

卓球台　1台 
 

現金　30,000円 

クロガネモチ 
（樹高３m）　1本 

桜（樹高２m）５本 

市総合体育館 
 

　 

東出水小学校 
付属幼稚園 

市総合運動公園 

公表することに同意された方のみ掲載しております。 



6広報いずみ ２０１０（平成２２年）６月号

フリーマーケット 我楽多市 
が　ら　く　た 

《 出店者募集  》 
　家庭に眠っている不用な衣類、雑貨などを自分たちで 
販売してみませんか？ 
　参加料、販売手数料は必要ありません 。 
日　時 

問い合わせ先 
夏祭りいずみ実行委員会（　 62-1337） 

　７月２５日（日）午後４時～同７時 
場　所 　市総合運動公園芝生広場 
参加資格 
　代表者が本市在住の方 で  1 8  歳以上（高校生は除く ） 
の個人またはグループ。ただし、リサイクル業者の方はご遠慮ください 。 
　 ※ 会場準備、片付けに参加していただきます 。 
申込方法 
　市企画政策課へご連絡ください。詳しい資料、申込用紙を送付します 。 
　 ※ 申し込みが多数の場合は、抽選になります。　　　　 出水市企画政策課 （　 63-4036） 

申込期限　６月３０日（水 ） 

2010年　夏祭りいずみ 

今年も、いずみの夏の風物詩「鶴翔祭」を開催します。 
みなさんも一緒に盛り上がりましょう!!

　２０１０年　夏祭りいずみ「鶴翔祭」では、さまざまなイベントを計画しています。職場・団体・グル 
ープで、ぜひご参加ください。 

※前回申し込みいただいた方には、参加申込書をお送りします。 

※イベントによって申し込み先が異なりますのでご注意ください。 

７/２４ 



7 広報いずみ ２０１０（平成２２年）６月号

6月は『自治会加入促進月間』です。 6月は『自治会加入促進月間』です。 

主な行事や活動例 

自治会加入のメリット 

　私たちの身の回りには、防災、防犯、ごみ収集など生活に
密接に関係した問題が数多くあります。 
　自治会は一定の地域に住む人たちが、住みよい豊かなまち
づくりを目指して、地域におけるさまざまな問題の解決に取り
組むとともに、住民の連帯意識の向上に努めている自主的な
任意の団体です。 

○「自主防災・互助活動」 
　いつ来るか分からない災害（地震、火事、水害）や、不幸に見舞われ　た
時のお互いの助け合いなどは大きな役割です。 

○「防犯灯の設置・維持・管理」 
　夜、安心して家に帰れるのも夜道を照らしてくれる防犯灯があるか　らで
す。 
　防犯灯は自治会で設置・維持・管理しています。 

○「ごみの分別収集活動」 
　日常出されるごみ、その収集場所の設置や掃除を行うとともに、資　源
再生物の分別収集に協力しています。 

○「レクリェーション活動、夏祭り」等 
　会員の交流と親睦を目的に気軽に参加出来る各種行事を行ってい　ま
す。 

○「子ども会、老人クラブ、各種団体活動への援助」 
　子どもたちの健全な育成、レクリェーションや老人クラブの振興な　ど地
域内団体の育成に努力しています。 

※自治会加入後は、あたたかい心と心のふれあいで、お互いに理解しあい、連帯意識をもって、　
快適でやすらぎとうるおいのある地域社会を創っていきましょう！ 

☆さまざまな楽しみが得られる 
　自治会の活動を通して、地域住民同士の交流や親
睦行事を通じて、さまざまな、参考になる情報や楽しさを
得ることができます。　 

☆行政情報が入りやすくなる 
　市からのさまざまな行政情報が広報紙やお知らせ等
により入手しやすくなります。日常の暮らしの中で、日曜
当番医やイベント情報などは、自治会を通じて配布され
ています。 

☆安心して暮らすことができる 
　自治会では、安全なまちになるように、防犯灯の整備
をしたり、災害時に備えたりしています。特にいつ来る
か分からない災害時には、お互いの助け合いが必要で
あり、防災組織としての自治会づくりに努めています。 

☆地域の困りごとを解決してくれる 
　地域で困ったことや住みやすい環境をつくっていくた
めに、自治会の役員が中心となって問題解決に取り組
み、みんなの暮らしをみんなで守り、住みやすい街づくり
に努めています。 

問い合わせ先 本庁総務課（電話６３－４０２２） 出水市・出水市自治会連合会 
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10広報いずみ ２０１０（平成２２年）６月号

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
の
平
成

　

年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平

22成　

年
度
の
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ

22
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
は
、
平

22

成　

年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
７
千

21

　

万
1
千
円（　

％
）減
と
な
り
、　

299

5.7

12

億
8
千　

万
５
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

829

　

歳
入（
収
入
）の
主
な
も
の
は
、
各

市
町
か
ら
の
負
担
金
、
鉄
、
ア
ル
ミ

の
不
用
品
売
払
収
入
等
お
よ
び
使
用

料（
じ
ん
か
い
処
理
場
使
用
料
等
）で

す
。

　

歳
出（
支
出
）の
主
な
も
の
は
、
じ

ん
か
い（
ご
み
）処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル

処
理
、
し
尿
処
理
す
る
た
め
の
経
費

で
あ
る
衛
生
費
、
組
合
の
借
金
返
済

に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険

の
審
査
判
定
、
認
定
業
務
の
経
費
で

あ
る
民
生
費
、
圏
域（
２
市
１
町
）の

振
興
整
備
の
た
め
の
事
業
の
推
進
に

使
わ
れ
る
振
興
事
業
整
備
費
、
議
会

費
お
よ
び
総
務
費
で
す
。

　

予
算
の
執
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

適
正
か
つ
効
率
的
な
財
政
計
画
を
立

て
て
、
組
合
の
健
全
運
営
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

平
成　

年
度
当
初
予
算

22

平成22年度当初予算 12億8,829万5千円平成22年度当初予算　12億8,829万5千円

歳　入 
12億8,829万5千円 

歳　出 
12億8,829万5千円 

諸収入 
1,416万3千円 

使用料及び手数料 
2,090万5千円 

財産収入 
300万円 

振興事業整備費 300万円 
議会費 75万1千円 
予備費 50万円 

総務費 
8,214万円 

民生費 
6,352万2千円 

分担金および負担金分担金および負担金 
12億5,022万7千円千円 

公債費公債費 
5億2,441万8千円千円 分担金および負担金 

12億5,022万7千円 

（注）地方交付税･･･起債償還に充当される国からの財源措置分 

衛生費 
6億1.396万4千円 

内訳 

公債費 
5億2,441万8千円 

阿久根市負担金 

出水市負担金 

長島町負担金 

地方交付税（注） 

2億4,516万7千円 

5億5,389万5千円 

1億5,676万5千円 

2億9,440万円 

 

住民１人当たりに使われる金額　　１４，０６７円
（平成２２年３月末人口で算定）　　　人口９１，５８５人

その他公債費リサイクル処理費し尿処理費じんかい処理費介護保険事業費総務費

４６円５，７２６円９６１円１，６９６円４，０４７円６９４円８９７円

歳　入歳　出

http://www.ab.auone-net.jp/̃hokusatu/
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おお らら せせ知知
日　

時　

６
月　

日（
土
）　

２６

　

午
後
６
時　

分
か
ら
同　

時　

３０

１０

３０

分
ま
で（
同
６
時
か
ら
受
け
付

け
）

場　

所　

青
年
の
家

内　

容　

月
食
に
お
け
る
月
の
形

や
色
の
変
化
な
ど
を
観
察
、
記

録
し
た
り
、
月
食
の
し
く
み
を

学
習
し
た
り
し
ま
す
。

参
加
料　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

青
年
の
家
（
�
○６３
 

２
１
３
５
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
○６２
 

９
４
１
７
）

日　

時　

６
月　

日（
土
）

２６

　

午
前
８
時
か
ら
午
後
０
時　

分
３０

ま
で

場　

所　

出
水
公
会
堂
お
よ
び
出

水
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺

内　

容

　

地
場
産
品
の
販
売

　

絵
画
・
陶
芸
展（
出
水
公
会
堂
）

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
ふ
れ
あ
い
市
実
行
委
員
会

事
務
局（
出
水
商
工
会
議
所
）　

（
�
○６２
 

１
３
３
７
）

　

毎
年
６
月
の
第
２
週
は
、「
危
険

物
安
全
週
間
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
水
市
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、

危
険
物
安
全
週
間
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
推
進
大
会
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
参
加
料
無
料
で
、

参
加
者
に
は
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
皆
様

ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

６
月　

日（
土
）

１２

　

午
後
３
時
か
ら
同
４
時
ま
で

場　

所　

　

高
尾
野
き
ら
め
き
ド
ー
ム

定　

員　

先
着　

人
２００

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
市
消
防
本
部
予
防
課
危
険

　

物
係
（
�
○６３
 

０
１
１
９
）

　

心
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

６
月　

日（
木
）

１７

　

午
後
６
時　

分
か
ら
同
８
時　

３０

３０

分
場　

所

　

市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

演　

題

　
「
現
代
型
う
つ
病
の
解
釈
」

講　

師

　

來
仙
隆
洋
氏（
來
仙
医
院
院
長
）

内　

容　

講
演（
午
後
７
時
か
ら

同
８
時　

分
ま
で
）

３０

　

ま
た
、
講
演
会
の
時
間
に
合
わ

せ
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
診

察
・
診
断
は
で
き
ま
せ
ん（
予
約

が
必
要
と
な
り
、６
月　

日
ま

１１

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

参　

加　

料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー（
�
○６３
 

２

１
４
３
、Ｆ
Ａ
Ｘ
○６２
 

２
８
１
９
）

日　

時　

６
月　

日（
土
）

１９

　

午
前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

１０

場　

所

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

種　

類　
　

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

４００

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー（
�
０
９
９
―
２
５
７
―

３
１
４
１
）

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
保
健
予

防
係（
�
○６３
 

４
０
４
３
）

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

腎
臓
病
に
関
す
る
健
康
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

参
加
料
は
無
料
で
、
当
日
受
け
付

け
で
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
開
会
の　

分
前
か
ら
受
け
付
け

３０

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
人
工

透
析
室（
�
○６７
 

１
６
１
１
）

　
　

月　

日（
日
）に
市
音
楽
ホ
ー

１２

１９

ル
で
開
催
さ
れ
る
出
水
音
楽
祭
に

出
演
希
望
の
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
資
格　

年
間
を
通
じ
継
続
し

て
活
動
し
て
い
る
合
唱
ま
た
は

器
楽
合
奏
を
行
っ
て
い
る
団
体

参
加
要
領

○
出
演
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

は
、
出
演
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

○
１
団
体
あ
た
り
の
持
ち
時
間
、

出
演
順
番
等
は
、
実
行
委
員
会

で
決
定
し
ま
す
。

申
込
締
切　

６
月　

日
午
後
５
時

２４

申
込
方
法

　

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
教
育
支

所
生
涯
学
習
室
に
備
え
て
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課

　
（
�
○６３
 

２
１
０
６
）

部
分
月
食
観
察
会

第
８
回
出
水
ふ
れ
あ
い
市

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会

腎
臓
病
教
室

集
団
献
血

催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

ししししししししししししししししししししし

催

し

講　　師内　　容場　　所日　　時

医　師
看護師
薬剤師

○腎臓の働き
○腎臓病になると
○検査について
○腎不全の３つの治療方法
○透析療法には
○薬物療法

出水総合医療
センター

１階ロビー

第１回
６月１０日（木）
午後３時開会

栄養士
医療事務職

○食事療法（試食あり）
○医療費と保険

第２回
６月２４日（木）
午後３時開会

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

募

集

危
険
物
安
全
週
間
推
進
大
会

２
０
１
０
出
水
音
楽
祭

出
演
団
体
募
集
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おお らら せせ知知
　

夏
休
み
の
自
由
研
究
の
参
考
に

親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

７
月　

日（
日
）

１１

　

正
午
か
ら
午
後
２
時　

分
ま
で

３０

場　

所　

高
尾
野
野
口
公
園

定　

員　

先
着　

人（
小
学
生
以

３０

下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料　

無
料

申
込
開
始　

６
月　

日（
火
）

２２

申
込
先　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

み（
�
○６３
 

８
９
１
５
）

　

富
士
山
麓
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
、

全
国
か
ら
集
ま
る
日
本
人
青
少
年

と
外
国
人
青
少
年
と
活
動
・
生
活

を
供
に
し
、
国
際
感
覚
を
身
に
付

け
、
言
葉
を
超
え
た
交
流
を
深
め

ま
せ
ん
か
。

期　

間　

８
月
４
日（
水
）か
ら
同

８
日（
日
）ま
で

場　

所　

山
梨
県
立
本
栖
湖
青
少

年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内　

容　

富
士
登
山
、
本
栖
フ
レ

ン
ド
パ
ー
ク
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
、
野
外
炊
飯
、
ア
ン

ダ
ー
ス
タ
ー
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
な

ど
申
込
締
切　

７
月
７
日（
水
）

申
込
方
法　

参
加
希
望
者
へ
は
詳

し
い
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
（
�
０
３
―
６
４
５
９
―
４
６

６
１
）

期　

日　

７
月
１
日（
木
）、
同　
１５

日（
木
）、
９
月
９
日（
木
）、　
１０

月
７
日（
木
）、　

月
４
日（
木
）

１１

時　

間　

午
後
５
時　

分
か
ら
同

３０

７
時　

分
ま
で

３０

内　

容　

手
話
講
座
、
陶
芸
講
座

定　

員　

各
コ
ー
ス　

人
程
度

３０

受
講
料　

保
険
料
（
全
員
）
と
材

料
費（
陶
芸
講
座
の
み
１
千
円

程
度
）

申
込
締
切　

６
月　

日（
金
）必
着

１１

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
希
望

コ
ー
ス
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

連
絡
先
を
明
記
の
上
、
郵
送
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

〒
８
９
９
―
０
２
０
８

　

出
水
市
文
化
町
９
６
６
番
地　

　

出
水
養
護
学
校
生
涯
学
習
県
民

　

大
学
講
座
係（
�
○６３
 

３
４
０
０
）

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
様
か
ら
の

要
望
に
応
じ
て
、
県
政
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
県
職
員
が
直
接
お
伺

い
し
説
明
を
行
う「
か
ご
し
ま
県

政
出
前
セ
ミ
ナ
ー
」の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

実
施
対
象　

自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
概
ね　

人
以
上

２０

の
参
加
が
見
込
め
る
会
合
や
研

修
会
な
ど

実
施
時
間　

午
前　

時
か
ら
午
後

１０

９
時
ま
で（
土
曜
、
日
曜
日
、
祝

日
は
午
前　

時
か
ら
午
後
５
時

１０

ま
で
）　
　

申
込
方
法　

開
催
希
望
日
の
１
カ

月
前
ま
で
に
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
広
報
課（
�
０
９
９
―
２

８
６
―
２
０
９
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

９
９
―
２
８
６
―
２
１
１
９
）

e-m
ail：
kenm

in-koe@
pref.k

agoshim
a.lg.jp

　

本
講
習
は
、
職
業
訓
練
指
導
員

（
職
業
訓
練
に
お
い
て
訓
練
を
担

当
す
る
者
）と
し
て
必
要
な
能
力

を
付
与
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
大

臣
の
指
定
す
る
講
習
実
施
要
領
に

よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

期　

間　

８
月
３
日（
火
）か
ら
同

　

日（
水
）ま
で

１１
場　

所　

雇
用
・
能
力
開
発
機
構

鹿
児
島
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
棟
２

階
受
付
期
間　

５
月　

日（
月
）か
ら

３１

６
月　

日（
金
）ま
で

１１

定　

員　

先
着　

人
３０

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
（
�
０
９
９
―
２
２
６
―
３
２

４
０
）

　

奨
学
生
募
集
に
は
、
進
学
前
に

奨
学
金
の
貸
与
を
予
約
す
る
予
約

募
集（
高
校
・
大
学
・
専
修
学
校
・

各
種
学
校
）と
、
進
学
後
に
申
し

込
む
在
学
募
集
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
校
、
奨
学
金
額
、

募
集
期
限
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

応
募
資
格　

保
護
者
等
が
道
路
に

お
け
る
交
通
事
故
で
死
亡
し
た

り
、
重
い
後
遺
障
害
の
た
め
に

働
け
ず
、
経
済
的
理
由
で
修
学

が
困
難
な
生
徒
・
学
生
で
あ
る

こ
と
。（
申
し
込
み
時　

歳
ま
で

２９

の
人
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
�
○６３
 

４
０
７
８
）

貝
観
察
・
採
集
会

出
水
養
護
学
校
生
涯
学
習

県
民
大
学
講
座

か
ご
し
ま
県
政

出
前
セ
ミ
ナ
ー
申
し
込
み

第　

回
青
少
年

３１
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

職
業
訓
練
指
導
員

（　

時
間
）講
習

48

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学

生
を
募
集

備
考

開
講
回
数

開催日＆
時間

定
員

内
容

講
座
名

○申込締切
は７月５
日（月）
○ ７ 月１６日
から開講

１０
午後８時～
同１０時

毎
週
金
曜
日

　

人
２５

仕事後の余暇
時間をリラッ
クスタイムに。
ヨガを体験し
ていただくた
めの初心者
コースです。

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
Ⅱ
」

定
期
講
座

○申込締切
は ６ 月２１
日（月）
○材料費は
３００円
○Ｇパン２
本 持 参　
　　

１
午後１時～
同４時

６
月　

日（
水
）

３０
　

人
２０

古いＧパンを
リユースする
講座。
素足に履くと
気持ちイイ「ぞ
うり」に変身さ
せましょう。

「
古
デ
ニ
ム
で
エ
コ
ぞ
う
り
作
り
」短

期
講
座

○申込締切
は７月５
日（月）
○浴衣や着
付けに必
要な小物
は持参。
○２回とも
参加可能
な方優先。

２
午前９時３０分

～
午後０時３０分

７
月　

日（
土
）

１７

　

組
１５

１回目は大人
向け帯の結び
方を，２回目
は子供に着付
けを実践して，
さあ鶴翔祭に
くり出そう。

「
親
子
で
浴
衣（
ゆ
か
た
）を
着
よ
う
」

午後２時～
同５時

７
月　

日（
土
）

２４

○応募者が定員を超えた場合は抽選となります。
応募資格　市内に居住、または市内に勤務の女性
開催場所　働く婦人の家
申込・問い合わせ先　出水市働く婦人の家（�○６３ ２１８５）

働く婦人の家主催講座
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応
募
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者　
　
　

１
人

②
介
護
保
険
の
被
保
険
者（
１
号

被
保
険
者
、
２
号
被
保
険
者
）

３
人

応
募
締
切　

６
月　

日（
火
）

１５

　
　
　
　
　

午
後
５
時

申
込
方
法

　

問
い
合
わ
せ
先
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
ま
た
は
郵
便
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

委
員
の
任
期　

平
成　

年
７
月
１

２２

日
か
ら
平
成　

年
６
月　

日
ま

２５

３０

で（
３
年
間
）

選　

考　

募
集
人
員
を
越
え
る
応

募
者
が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

支
援
係（
�
○６３
 

４
０
４
６
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

福
祉
グ
ル
ー
プ（
�
○８２
 

５
４
２

２
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
グ
ル
ー
プ（
�
○８４
 

４
８
１
４
）

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

第
一
次
試
験
日　

９
月
５
日（
日
）

申
込
期
間　

６
月　

日（
火
）か
ら

２２

　

同　

日（
火
）ま
で

２９

申
込
方
法

　

問
い
合
わ
せ
先
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局（
�
０
９

２
―
４
３
１
―
７
７
３
３
）

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係（
�
０
９
６
―
３
５
４

―
６
１
７
１
）

　

出
水
税
務
署（
�
○６２
 

０
２
０
０
）

　

病
気
の
予
防
や
健
康
づ
く
り
の

た
め
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

内
容　

血
圧
測
定
、
検
尿
、
体
脂

肪
測
定
、
み
そ
汁
塩
分
濃
度
測

定
、
歯
科
相
談（
歯
科
相
談
日

の
み
）

時　

間　

午
前
９
時　

分
か
ら
同

３０

　

時
ま
で
受
け
付
け

１１
○
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
み
そ
汁
塩
分
濃
度
測
定
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
み
そ
汁　

㏄
程

１００

度
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー（
�
○６３
 

２

１
４
３
）

　

６
月
１
日
か
ら
玄
関
の
開
錠
時

間
お
よ
び
受
付
時
間
を
、
現
在
の

午
前
７
時
か
ら
午
前
６
時　

分
に

４５

変
更
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
�
○８２
 

０
０
１
７
）

　

対
象
者
に
は
納
税
通
知
書
と
納

付
書
を
今
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

（
口
座
振
り
替
え
や
年
金
天
引
き

の
方
を
除
く
）の
で
、
お
早
め
に

お
納
め
く
だ
さ
い
。

　

今
年
か
ら
自
治
会
で
の
集
合
収

納
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
、

各
人
が
個
別
に
金
融
機
関
等
に
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
便
利
な
口
座
振

り
替
え
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
は
収
納
管
理
課
、
各
支
所

市
民
福
祉
課
ま
た
は
最
寄
り
の
金

融
機
関
等
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
納
税
通
知
に
伴

い
、
失
業
や
疾
病
・
災
害
等
で
納

付
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
減
免

や
徴
収
猶
予
・
分
納
等
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
課
お
よ
び

収
納
管
理
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課（
�
○６３
 

４
０
３
１
）

　

本
庁
収
納
管
理
課（
�
○６３
 

４
０

２
８
）

労
働
安
全
衛
生
法
に
基

づ
く
免
許
試
験

出
水
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
募
集

国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種（
税
務
）試
験

相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相

談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

相

談

定
例
健
康
相
談

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知

ららららららららららららららららららららら

せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

お

知

ら

せ

高
尾
野
医
療
セ
ン
タ
ー
の
受
付

時
間
が
変
わ
り
ま
す

市
税
等
の
納
付
が
始
ま

り
ま
す

受験申請書提出先試験の種類試験日

（社）鹿児島県労働基準協会（�０９９－２２６－３６２１）第一種衛生管理者、第二種衛生管理者

８月２８日（土）

建設業労働災害防止協会　鹿児島県支部（�０９９－２５７－９２１１）潜水士

鉱業労働災害防止協会砕石　鹿児島県支部（�０９９－２５５－２３１１）発破技士

林業・木材製造業労働災害防止協会　鹿児島県支部（�０９９－２６０－５３５６）林業架線作業主任者

陸上貨物運送事業労働災害防止協会　鹿児島県支部（�０９９－２８４－６２１７）クレーン・デリック運転士［クレーン限定］、移動式クレーン運転士

港湾貨物運送事業労働災害防止協会　鹿児島支部（�０９９－２２６－２６１１）揚貨装置運転士

（社）日本ボイラ協会　鹿児島支部（�０９９－２２３－１５４４）一級ボイラー技士、二級ボイラー技士、ボイラー整備士８月２９日（日）

○すべての試験会場は鹿児島国際大学

野田支所
市民相談室

江内カント
リーコア

温泉センターも
みじ

米ノ津公会堂
出水保健
センター

第３火曜日第２木曜日第４火曜日第３木曜日第２水曜日

６月１５日６月１０日６月２２日６月１７日６月９日
★歯科

７月２０日
★歯科

７月８日７月２７日７月１５日
★歯科

７月１４日

８月１７日８月１２日８月２４日８月１９日８月１１日
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住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事（
補
助
金
等
を
除
い
た
自
己
負

担
額
が
１
戸
当
た
り　

万
円
以
上

３０

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
）に
伴
う

固
定
資
産
税
減
額
措
置
適
用
期
限

が
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
延

２５

３１

長
さ
れ
ま
し
た
。

居
住
者
要
件　

次
の
う
ち
い
ず
れ

か
の
方
が
居
住
し
て
い
る
こ
と

○　

歳
以
上
の
人

６５
○
要
介
護
認
定
も
し
く
は
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
人

○
障
害
者
で
あ
る
人

改
修
工
事
要
件　

次
の
う
ち
い
ず

れ
か
の
工
事
で
あ
る
こ
と

○
廊
下
の
拡
幅

○
手
す
り
の
取
り
付
け

○
浴
室
の
改
良

○
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

○
階
段
の
勾
配
の
緩
和

○
床
の
段
差
解
消

○
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え

○
便
所
の
改
良

手
続
き

　

原
則
と
し
て
改
修
工
事
完
了
後

３
カ
月
以
内
に
減
額
申
告
書
、

領
収
書
、
改
修
工
事
の
図
面
・

改
修
工
事
完
了
後
の
写
真
等
の

書
類
を
添
付
し
て
本
庁
税
務
課

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課（
�
○６３
 

４
０
３
２
）

　

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
伴

う
固
定
資
産
税
減
額
措
置
適
用
期

限
が
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２５

３１

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

改
修
工
事
要
件

○
窓
の
改
修
工
事
に
加
え
て
、
床

　

の
断
熱
改
修
工
事
、
天
井
の
断

　

熱
改
修
工
事
ま
た
は
壁
の
断
熱

　

改
修
工
事
を
行
う
こ
と
で
、
各

　

部
位
が
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に

　

適
合
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

○
改
修
工
事
が
平
成　

年
１
月
１

２０

日
時
点
で
存
在
す
る
住
宅
（
賃

貸
を
除
く
）
に
お
い
て
行
わ
れ

る
こ
と
。

○
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
が　
３０

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

手
続
き

　

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内

に
建
築
士
等
に
よ
る
証
明
書
を

添
付
し
て
、
本
庁
税
務
課
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課（
�
○６３
 

４
０
３
２
）

　

長
期
優
良
住
宅
に
対
す
る
固
定

資
産
税
減
額
措
置
適
用
期
限
が
、

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
延
長
さ

２４

３１

れ
ま
し
た
。

住
宅
要
件　

長
期
優
良
住
宅
の
普

　

及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
規

　

定
す
る
認
定
基
準
に
基
づ
き
、

　

行
政
庁
の
認
定
を
受
け
て
新
築

　

さ
れ
た
住
宅

減
税
期
間
等　

居
住
部
分
の
面
積

が　

平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
税

１２０
額
を
新
築
後
５
年
度
分（
３
階

建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅

に
つ
い
て
は
７
年
度
分
）２
分

の
１
に
減
額
し
ま
す
。

手
続
き

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課（
�
○６３
 

４
０
３
２
）

対
象
者　

か
つ
て
水
俣
湾
等
で
メ

チ
ル
水
銀
に
汚
染
さ
れ
た
魚
な

ど
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
手
足
の

し
び
れ
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

（
診
断
・
判
定
の
結
果
、
要
件
を

満
た
す
方
）

給
付
内
容　

一
時
金
、
療
養
手
当
、

医
療
費
の
自
己
負
担
分（
医
療

費
の
自
己
負
担
の
み
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。）

手
続
き　

申
請
書
類
は
、
県
庁
、

県
地
域
振
興
局
・
支
庁
、
市
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
環
境
林
務
課（
�
０

９
９
―
２
８
６
―
２
５
８
４
）

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
保
健
予

防
係（
�
○６３
 

４
０
４
３
）

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
に
伴
う
税
減
額
措

置
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

長
期
優
良
住
宅
に
対
す

る
税
減
額
措
置
が
延
長

さ
れ
ま
し
た

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工

事
に
伴
う
税
減
額
措
置

が
延
長
さ
れ
ま
し
た

水
俣
病
被
害
者
の
方
へ

の
給
付
の
申
請
受
け
付

け
が
始
ま
り
ま
し
た

６月は「食育月間」、毎月１９日は「食育の日」です！
　「食育」とは、生きる上での基本であり、
知育・徳育および体育の基礎となるべきも
ので、「食」に関するさまざまな経験を通じ
て「食」に関する知識と「食」を選択する力を
習得し、健全な食生活を実践することがで
きる人間を育てることです。

◎「食事バランスガイド」は、１日に何をど
れだけ食べたらよいかをわかりやすくコマ
のイラストで示したものです。「食事バラン
スガイド」を活用して、あなたの食生活を見
直してみましょう。

◎朝ごはんを食べましょう。
◎「いただきます！ごちそうさま！」は、
「食」への感謝の言葉です。

・内閣府食育推進ホームページ　　　　　
http://www8.cao.go.jp/syokuiku/index.html
・世代別の「食事バランスガイド」の活用
解説　
http://www.maff.go.jp/j/balance_guide/b_sizai/index.html

問い合わせ先
本庁農林水産課産業政策係（�６３－４０５５）
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購
入
後
３
カ
月
以
内
に
、
領
収

書
、
印
鑑
、
振
り
込
み
口
座
の
通

帳
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
指
定
販
売
店
の
指
定
を

受
け
た
店
で
購
入
さ
れ
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
補
助
金
額
分
を
差
引

い
た
金
額
を
お
店
に
支
払
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

指
定
販
売
店
や
制
度
に
つ
い
て

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
○６３
 

２
１
１
１
、
内
線　

）
１３７

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

（
�
○８２
 

５
４
１
６
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

（
�
○８４
 

４
８
１
３
）

　

こ
の
共
済
は
、
１
人
当
た
り
年

額　

円（
１
日
約
１
円
）と
い
う
安

３６０
い
会
費
で
、
交
通
事
故
で
死
傷
し

た
と
き
に
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
市
民
相
互
の
救
済
制

度
で
す
。

　

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、
家

族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
者
要
件

①
出
水
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
方

②
市
外
に
居
住
す
る
学
生
で
保
護

者
が
①
の
方

③
季
節
的
出
稼
ぎ
の
た
め
、
市
外

に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

有
効
期
間

　

平
成　

年
７
月
１
日
か
ら
平
成

２２

　

年
６
月　

日
ま
で（
７
月
１

２３

３０

日
以
降
の
申
込
者
は
、
会
費
納

入
日
の
翌
日
か
ら
有
効
）

適
用
事
故

　

自
動
車
、
二
輪
車
等
に
よ
る
人

身
事
故
お
よ
び
自
損
事
故

手
続
き

　

申
込
書
は
、
各
戸
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
自
治
会
長
ま
た
は
、

申
込
書
に
記
載
し
て
あ
る
各
納

付
場
所
へ
会
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
○６３
 

２
１
１
１
、
内
線　

）
１３７

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

（
�
○８２
 

５
４
１
６
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

（
�
○８４
 

４
８
１
３
）

　

市
道
敷
や
市
道
に
接
す
る
場
所

ま
た
は
河
川
区
域
や
そ
の
隣
接
地

で
工
事
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
事

前
に
次
の
よ
う
な
申
請
を
行
い
、

許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

道　

路

○
道
路
占
用
許
可
申
請

○
市
道
境
界
確
認
申
請

○
道
路
工
事
施
行
承
認
申
請

○
通
行
規
制
申
請

河　

川

○
土
地
の
占
用
許
可
申
請

○
土
石
等
の
採
取
許
可
申
請

○
工
作
物
の
新
築
等
許
可
申
請

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
道
路
河
川
課

（
�
○６３
 

４
０
７
１
）

高
尾
野
支
所
産
業
建
設
課

（
�
○８２
 

５
４
２
８
）

野
田
支
所
産
業
建
設
課

（
�
○８４
 

４
８
１
８
）

　

災
害
か
ら
命
を
守
る
一
番
の
方

法
は
、
災
害
が
起
こ
り
そ
う
な
場

所
か
ら
早
く
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
災
害
の
種
別
ご

と
の
対
策
や
避
難
所
ま
で
の
経
路

等
を
確
認
し
、
非
常
持
出
品
を
準

備
し
て
お
き
、
危
険
を
感
じ
た
り
、

避
難
の
指
示
等
が
あ
っ
た
と
き
に

早
め
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
で
き

る
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
齢
者
、
体
の
不
自
由

な
方
な
ど
を
近
所
の
人
で
協
力
し

合
っ
て
避
難
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に

地
域
で
の
支
え
合
い
の
意
識
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
各
種
の
気
象
情
報
の
発

表
や
雨
量
に
よ
り
災
害
の
発
生
が

予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
状
況
に
合

わ
せ
て
、
災
害
警
戒
本
部
や
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
災
害
発
生

の
お
そ
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
、
市

内　

カ
所
の
避
難
所
を
開
設
し
ま

３８
す
。

　

避
難
勧
告
等
の
呼
掛
け
が
あ
っ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

　

避
難
す
る
と
き
は
、
電
気
・
ガ

ス
な
ど
の
火
元
や
戸
締
り
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

指
定
避
難
所
の
一
覧
に
つ
い
て

は
、
問
い
合
わ
せ
先
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
総
務
課
防
災
・
危
機
管
理

室（
�
○６２
 

０
１
６
３
）　

　

測
量
法
が
昭
和　

年
６
月
３
日

２４

に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、

平
成
元
年
６
月
３
日
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。　

　

三
角
点
や
基
準
点
・
図
根
点
は

土
地
の
分
筆
や
復
元
な
ど
の
測
量

を
す
る
時
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
財
産
を
守
る

た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

自
分
の
土
地
や
周
辺
に
ど
の
よ

う
な
三
角
点
や
基
準
点
・
図
根
点

が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
を
知
り
、

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
土
地
の
掘
削
や
埋
立
て

な
ど
で
三
角
点
や
基
準
点
・
図
根

点
が
支
障
と
な
る
場
合
は
、
税
務

課
固
定
資
産
税
係
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係　

（
�
○６３
 

２
１
１
１
、
内
線　

・
１１８

　

・　

）

４１５

７１４

　

労
働
力
調
査
は
、
我
が
国
の
失

業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
、
総
務

省
統
計
局
が
都
道
府
県
を
通
じ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
統
計
理
論
に
従
っ
て

無
作
為
に
選
ば
れ
た
世
帯
の　

歳
１５

以
上
の
方
で
す
。
調
査
対
象
に
選

定
さ
れ
た
皆
様
の
お
宅
に
統
計
調

査
員
が
伺
っ
た
際
に
は
、
ご
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
統
計
課（
�
０
９
９

　

―
２
８
６
―
２
４
８
２
）

生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対

し
て
補
助
が
あ
り
ま
す

出
水
市
交
通
災
害
共
済

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

道
路
や
河
川
区
域
で
工
事
な
ど
を

す
る
時
は
必
ず
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

６
月
３
日
は

　
「
測
量
の
日
」
で
す

労
働
力
調
査
を
実
施
し

ま
す
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おお らら せせ知知
　

市
で
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
保
存
補
助
金
を
利
用
し
た

修
理
・
修
景
事
業
を
取
り
組
ま
れ

る
方
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

対
象
は
、
平
成　

年
度
以
降
に

２３

出
水
麓
伝
建
地
区
内
に
お
い
て
修

理
、
新
築
、
お
よ
び
増
改
築
等
の

工
事
を
補
助
事
業
と
し
て
希
望
さ

れ
る
方
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

調
査
期
限　

６
月　

日（
月
）

１４

問
い
合
せ
先

市
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課

文
化
係（
�
○６３
 

２
１
０
６
）

平
成　

年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

２２

「
水
道
に
寄
せ
る
信
頼
飲
む
安
心
」

　

水
道
は
、
国
民
生
活
や
社
会
経

済
活
動
を
支
え
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

清
浄
な
水
を
将
来
に
わ
た
り
安

定
的
に
確
保
す
る
た
め
、「
緑
の

ダ
ム
」
と
も
い
わ
れ
る
森
林
を
守

り
育
て
、
水
環
境
の
保
全
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
水
道
課
業
務
係（
�
○６３
 

４

０
８
２
）

　

次
世
代
育
成
支
援
は
、
子
育
て

を
し
て
い
る
家
庭
が
子
育
て
に
伴

う
喜
び
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
ま

た
、
安
全
で
充
実
し
た
教
育
環
境

の
中
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
、
心
身

共
に
健
や
か
で
人
間
性
豊
か
に
育

つ
よ
う
に
す
る
た
め
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
子
育

て
の
基
盤
で
あ
る
家
庭
の
視
点
、

子
育
て
を
見
守
る
地
域
の
視
点
、

子
育
て
を
応
援
す
る
社
会
の
視
点

の
３
つ
の
視
点
か
ら
行
動
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
、

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

度
ま
で

２２

２７

の
５
年
間
で
す
。

　

具
体
的
施
策
等
、
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
本
庁
こ
ど
も
課
、

市
民
相
談
室
、
高
尾
野
支
所
お
よ

び
野
田
支
所
の
地
域
振
興
室
の
ほ

か
中
央
図
書
館
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
内
子
育
て
交
流
室
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
行
動
計
画
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
動
計
画
書
の
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

（
�
○６３
 

４
０
４
７
）

生
活
習
慣
改
善
に

取
り
組
も
う
！
そ
の
③

　

肥
満
を
改
善
す
る
こ
と
よ
り
、

改
善
し
た
体
重
を
維
持
す
る
こ
と

の
ほ
う
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
そ
の
体
重
維
持
に

関
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
１

　

太
っ
て
き
た
か
な
、
と
感
じ
た

ら
体
重
を
量
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

体
重
を
こ
ま
め
に
測
定
し
、
変

化
に
早
め
に
気
付
く
こ
と
が
適
正

体
重
の
維
持
を
図
る
う
え
で
大
切

で
す
。
飲
酒
や
ス
ト
レ
ス
、
運
動

不
足
な
ど
、
ど
ん
な
場
合
に
体
重

が
増
減
し
た
か
を
記
録
し
、
体
重

の
変
化
の
幅
が
小
さ
い
う
ち
に
元

の
体
重
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。
腹
囲

の
チ
ェ
ッ
ク
も
効
果
的
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
２

　

普
段
か
ら
意
識
し
て
身
体
を
動

か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
腹
筋
運
動

や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
、
座
っ

た
ま
ま
で
で
き
る
運
動
を
す
る
な

ど
、
身
体
を
動
か
す
チ
ャ
ン
ス
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
運
動
で
き
な
い
と

き
に
は
、
間
食
や
ア
ル
コ
ー
ル
を

控
え
る
な
ど
、
食
事
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
摂
取
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
３

　

し
っ
か
り
噛
ん
で
、
ゆ
っ
く
り

食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

早
食
い
で
よ
く
噛
ま
な
い
人
ほ

ど
、
肥
満
の
傾
向
が
強
い
と
い
う

研
究
結
果
も
あ
り
ま
す
。
よ
く
噛

ん
で
食
べ
る
と
、
少
量
の
食
べ
物

で
脳
の
満
腹
中
枢
が
刺
激
さ
れ
て

食
欲
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ポ
イ
ン
ト
３
点
以
外
に
も
、

退
職
や
転
居
な
ど
の
生
活
の
変
化

や
、
怪
我
や
病
気
で
運
動
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
、
旅
行
や
外
食

な
ど
、
体
重
を
維
持
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
き
を
予
測
し
て
対
策
を

考
え
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

出
水
麓
伝
建
地
区
に
お

け
る
文
化
財
等
の
修
理
・

修
景
事
業
調
査

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

第　

回
水
道
週
間
で
す

52

い
ず
み
子
ど
も
育
成
支
援
行

動
計
画（
後
期
計
画
）策
定

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
　 49

こいのぼり寄贈のお願い

　各家庭で不要になったこいのぼりはありま
せんか。
　毎年，出水市立大川内小学校ではこいのぼ
りを校庭に揚げています。
　しかし，こいのぼりの痛みがひどくなり，
年々数が減少してきています。そこで，各家
庭で不要になったこいのぼりがありましたら
寄贈していただけませんでしょうか。もしあ
りましたら連絡をお願いします。

大川内小学校（�○６８ ２１００）
担当：教頭　川原　典明
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食
べ
る
こ
と
は
全
身
の
健
康
を
維
持
す
る

た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
強
い
歯
が
必
要
で
す
。
そ
ん
な
大

事
な
歯
が
、
む
し
歯
や
歯
周
病
に
か
か
っ
て

い
た
ら
大
変
で
す
。
歯
と
口
の
健
康
は
、
全

身
の
健
康
に
直
結
し
ま
す
。
あ
な
た
の
お
口

は
大
丈
夫
で
す
か
？

本
市
の
子
ど
も
の
口
の
中

　

１
歳
６
カ
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
を
受

け
た
子
ど
も
の
む
し
歯
の
罹
患
率
は
、
平
成

　

年
度
の
３
歳
児
で
む
し
歯
の
あ
る
子
の
割

２０合
が　

％
を
越
え
て
い
ま
す
。
む
し
歯
の
数

３８

は
、
鹿
児
島
県
の
中
で
も
ほ
ぼ
最
下
位
と
い

う
状
況
で
す
。

口
の
中
を
観
察
し
ま
し
ょ
う

　

鏡
の
前
で
歯
と
歯
肉
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

黒
く
な
っ
た
り
、
穴
の
あ
い
て
い
る
歯
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
歯
に
汚
れ
が
つ
い
て
い
る
と

細
菌
に
よ
っ
て
む
し
歯
が
で
き
ま
す
。
歯
肉

が
赤
く
腫
れ
た
り
、
出
血
し
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
細
菌
が
繁
殖
す
る
と
歯
肉
に
炎
症

が
起
き
歯
周
病
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
歯
周

病
の
初
期
症
状
で
あ
る
歯
肉
炎
は
、
子
ど
も

で
も
か
か
る
病
気
で
す
。 

成
人
の
８
割
は
歯
周
病

　

初
期
に
は
歯
肉
の
腫
れ
や
出
血
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
膿
が
出
た
り
、

歯
を
支
え
て
い
る
骨
が
溶
け
て
、
歯
が
ぐ
ら

ぐ
ら
し
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。
歯
周
病
は
、

痛
み
が
な
く
ゆ
っ
く
り
進
行
し
て
い
く
怖
い

病
気
で
す
。

全
身
の
健
康
と
歯
周
病

　

歯
周
病
菌
の
出
す
毒
素
が
体
内
に
入
る
と
、

糖
尿
病
や
心
臓
病
、
脳
血
管
疾
患
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

あ
な
た
は
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
か

　

本
市
で
は　

・　

・　

・　

歳
の
方
を
対

４０

５０

６０

７０

象
に
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
歯
周
疾
患
検
診
の
結

果
、
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
方
は　

％
で
す
が
、
自
覚
の
有
無
に
か
か

２４

わ
ら
ず
お
よ
そ　

％
の
方
に
治
療
が
必
要
で

９４

し
た
。

む
し
歯
と
歯
周
病
か
ら
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う

○
予
防
の
基
本
は
、
歯
み
が
き
で
す
。
歯
ブ

ラ
シ
と
共
に
歯
間
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ
ス
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

○
間
食
の
回
数
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

規
則
正
し
い
生
活
が
口
の
健
康
を
守
る
基

本
と
な
り
ま
す
。

○
歯
の
質
を
強
く
す
る
フ
ッ
素
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

　

歯
の
質
を
強
く
す
る
と
共
に
む
し
歯
菌
の

力
を
弱
め
ま
す
。
子
供
に
も
大
人
に
も
効

果
的
で
す
。

○
禁
煙
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
は
歯
周
病
に
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
歯
石
が
つ
き
や
す
く
、
歯
肉
の
抵

抗
力
も
弱
く
な
る
か
ら
で
す
。

○
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

歯
科
医
院
で
の
手
入
れ
も
必
要
で
す
。
む

し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
に
年
に

２
〜
３
回
は
定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

治
療
も
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

健
康
意
識
調
査
結
果

　
　

歳
以
上
の
方
が
歯
の
健
康
管
理
と
し
て

２０
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
の
結
果
、
か
か
り
つ

け
医
を
持
ち
早
め
の
治
療
を
し
て
い
る
人
は

多
い
で
す
が
、
定
期
検
診
を
う
け
、
予
防
に

努
め
て
い
る
人
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
歯
や
お
口
の
状
態
に
つ
い
て
は
、

　

％
の
方
が
、
何
ら
か
の
不
満
を
感
じ
て
い

６６る
と
答
え
て
い
ま
す
。

８
０
２
０
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

　

丈
夫
で
健
康
な
歯
は
、
い
き
い
き
と
し
た

毎
日
を
過
ご
す
た
め
の
資
産
で
す
。
自
分
の

た
め
や
、
子
ど
も
達
に
き
れ
い
な
歯
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
い
も
の
で
す
。

　

口
腔
年
齢
を
若
い
ま
ま
保
ち
、
充
実
し
た

　

歳
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
生
活
習
慣
を
見

８０直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
お
い
し
い

と
感
じ
る
の
は
、
噛
む
こ
と
が
で
き
る
か

ら
・
・
・
強
い
歯
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

８
０
２
０
歯
科
の
表
彰
対
象
者
募
集

　

市
で
は
、　

歳
で　

本
以
上
の
歯
を
持
っ

８０

２０

て
い
る
方
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象
者

　

歳
以
上（
平
成　

年　

月　

日
現
在
）で
、

８０

２２

１０

３１

食
べ
物
を
噛
め
る
自
分
の
歯
を　

本
以
上

２０

持
っ
て
い
る
健
康
な
方

表
彰
時
期　
　

月
１１

募
集
期
限　

９
月　

日（
木
）

３０

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー（
�
�
２
１
４
３
）

場所時期対象者名称

出水保健センター毎月第２火曜日幼児 定員３０人（要予約）
予約歯科
（フッ素塗布）

市内歯科医院
（対象者には事前に通知）

９月40､50､60､70歳の男女歯周疾患健診

出水保健センター等随時乳幼児、一般歯科保健相談

未定　９月頃一般歯科講演会

口の健康に関係のある保健事業

健 口 健 口 
第 一 

子どもも 
おとなも 
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国民年金情報・消費生活情報

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
期
間
は
最
低　

年
25

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
次
の
期
間
を
合
算
し
て　
25

年（　

月
）以
上
が
必
要
で
す
。

300
◇
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期

間
◇
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等
の
加

入
期
間（
昭
和　

年
４
月
以
降
）

36

◇
第
３
号
被
保
険
者
期
間

◇
保
険
料
免
除
期
間

※
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
も

納
め
る
べ
き
保
険
料
を
納
め
な

か
っ
た
期
間
は
免
除
期
間
か
ら

除
か
れ
ま
す
。

◇
若
年
者
猶
予
期
間

◇
学
生
納
付
特
例
期
間

◇
合
算
対
象
期
間（
カ
ラ
期
間
）

合
算
対
象
期
間
と
は
？

　

昭
和　

年
４
月
以
降
、　

歳
か

36

20

ら　

歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民

60
年
金
に
任
意
加
入
で
き
る
人
が
任

意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
な
ど
の

こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る「
カ
ラ
期
間
」

と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。　

　

必
要
年
数
に
達
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
み
る
期
間（
受
給
資
格
期

間
）に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

▽
本
庁
市
民
生
活
課

　
　

住
民
年
金
係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
�
�
２
１
１
１
）

知
っ
て
て
よ
か
っ
た
！

 
消
費
生
活
情
報

後
を
絶
た
な
い
悪
質
な
携
帯
電
話

ト
ラ
ブ
ル

　

依
然
と
し
て
、
悪
質
な
業
者
に

よ
る
携
帯
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
対
処
の
方
法
を
再
度
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

相
談
件
数
が
多
い
ト
ラ
ブ
ル
は
、

①
無
料
サ
イ
ト
と
表
示
さ
れ
て
い

た
の
に
、
ま
た
は
、
ワ
ン
ク

リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
会
員
登
録

さ
れ
、
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

②
覚
え
の
な
い
債
権
回
収
業
者
か

ら
請
求
が
来
た
。

③
法
外
な
遅
延
損
害
金
を
請
求
さ

れ
た
。

　

な
ど
で
す
。

　

ま
ず
、
①
の
ケ
ー
ス
で
は
、

一
、
絶
対
に
支
払
わ
ず
、
放
置
す

る
。

ニ
、
請
求
の
電
話
に
は
利
用
し
て

い
な
い
こ
と
を
告
げ
、
支
払
い

を
き
っ
ぱ
り
と
拒
否
す
る
。

三
、
個
人
情
報
な
ど
を
相
手
に
漏

ら
さ
な
い
。

　

次
に
、
②
の
ケ
ー
ス
で
は
、
架

空
請
求
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ

て
も
、
債
権
譲
渡
人
が
債
務
者

（
自
分
）に
通
知
す
る
か
、
ま
た
は

債
務
者
が
承
諾
し
て
い
な
け
れ
ば
、

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
③
の
ケ
ー
ス
で
は
、

自
分
の
意
志
で
契
約
し
、
契
約
が

有
効
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
時

に
遅
延
損
害
金
に
関
す
る
定
め
が

な
い
場
合
は
、
年
率
６
％
ま
で
し

か
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

定
め
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

消
費
者
契
約
法
に
よ
り
、
年
率
１

４
・
６
％
を
超
え
る
遅
延
損
害
金

は
無
効
と
な
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
と

き
に
は
、
こ
の
よ
う
に
冷
静
に
対

処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

な
に
よ
り
も
大
事
な
こ
と
は
、
契

約
の
内
容
を
事
前
に
し
っ
か
り
と

確
認
し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
で
す
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
○63
 

２
１
１
１
、
内
線　

）へ
135

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報
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�������
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�
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�
�
�
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例
え
ば
・
・
・

○
会
社
員
の
配
偶
者（
昭
和　

年
61

３
月
ま
で
）

○
学
生（
平
成
３
年
３
月
ま
で
）

○
厚
生
年
金
の
脱
退
手
当
金
を
受

給
し
た
期
間

○
日
本
人
で
外
国
に
居
住
し
て
い

た
期
間

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
足

り
な
い
と
き
は
、
任
意
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

　

期
間
が
足
り
な
い
場
合
、
ま
た

は　

年
以
上
の
期
間
は
あ
る
も
の

25
の
未
納
な
ど
の
期
間
が
あ
る
場
合

は
、　

歳
か
ら　

歳
に
な
る
ま
で
、

60

65

希
望
に
よ
り
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以

40

前
に
生
ま
れ
た
方
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
足
り
な

い
場
合
に
限
り
、
さ
ら
に　

歳
か

65

ら　

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

70
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ

請
求
し
て
い
る
方
は
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

任
意
加
入
の
手
続
き
は
？

　
　

歳
に
な
っ
て
か
ら
本
庁
・
各

60
支
所
の
国
民
年
金
担
当
係
で
申
請

し
た
月
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
納
付
は
原
則

と
し
て
口
座
振
り
替
え
に
な
り
ま

す
。

必
要
書
類

○
戸
籍
謄
本

○
通
帳（
保
険
料
の
口
座
振
り
替

え
用
）

○
通
帳
印

○
合
算
対
象
期
間
が
あ
る
場
合
に

は
、
期
間
を
確
認
で
き
る
書
類

開
設
日　
 
６
月　

日（
水
）

１６

場　

所

　

高
尾
野
支
所
２
階
会
議
室

時　

間

　

午
前　

時
か
ら
午
後
０
時　

分

10

15

ま
で

　

午
後
１
時
か
ら
同
3
時
ま
で

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
年
金
事
務
所
職
員

※
込
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕 
を
も
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

知知知知知知知知知知
っっっっっっっっっっ
てててててててててて
てててててててててて

知
っ
て
て

よよよよよよよよよよ
かかかかかかかかかか
っっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたた
！！！！！！！！！！

よ
か
っ
た
！
　

消
費
生
活
情
報
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赤ちゃんのうれしそうな顔！

子
育
て
に
絵
本
を

『
う
ま
れ
た
ば
か
り
の
あ
か
ち
ゃ
ん
は
、
じ

ぶ
ん
の
こ
と
を
り
ん
ご
の
あ
か
ち
ゃ
ん
だ
と

お
も
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
ね（
中
略
）そ

し
て
ど
ん
な
ひ
と
に
な
る
の
か
な
』（
ふ
く
だ

す
ぐ
る
作
・
絵「
あ
か
ち
ゃ
ん
は
」よ
り
）

　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
と
心
の
成
長
に
は
、
保
護

者
や
家
族
の
愛
情
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
そ

し
て
、
体
の
発
育
に
ミ
ル
ク
が
必
要
で
あ
る

よ
う
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
言
葉
と
心
を
育
む
た

め
に
は
、
愛
情
に
包
ま
れ
た
抱
っ
こ
の
暖
か

さ
の
中
で
、
言
葉
と
心
を
通
わ
せ
る
時
間
が

大
切
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の「
言
葉
と
心
」を
育
む
た
め
に
、
子
育

て
に
絵
本
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
保

護
者
の
膝
に
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
て
、
ぬ

く
も
り
の
中
で
や
わ
ら
か
な
絵
と
や
さ
し
い

言
葉
で
綴
ら
れ
た
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
す
る

こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん
は
安
心
感
、
信
頼
感
、

幸
福
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
情
緒
が
安
定

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
触
れ
合
い
は
、
将
来

の
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
字
や
言
葉
が
わ
か
ら
な
い

赤
ち
ゃ
ん
に
こ
そ
、
読
み
聞
か
せ
が
重
要
な

の
で
す
。

　
『
ど
ん
な
ひ
と
に
も
な
れ
る
』可
能
性
を

持
っ
た
子
ど
も
の
成
長
に
あ
わ
せ
て
絵
本
を

選
び
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

�
参
考
文
献

　
「
赤
ち
ゃ
ん
わ
く
わ
く
絵
本
箱

　
　

０
〜
２
歳
児
の
読
み
聞
か
せ　

選
」

７０
宮
崎
清　

著

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

「
み
ず　

じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
」

「
い
ぬ　

わ
ん
わ
ん
わ
ん
」

　

読
み
聞
か
せ
が
始
ま
る
と
、
保
護
者
の
膝

の
上
で
せ
わ
し
く
動
い
て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
た

ち
が
、
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
て
絵
本
を
見

つ
め
は
じ
め
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の「
６

カ
月
児
相
談
」会
場
で
実
施
し
て
い
る
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
の
風
景
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
反

応
に
は
、
読
み
聞
か
せ
を
行
う
職
員
も
驚
か

さ
れ
ま
す
。

　
「
子
育
て
を
応
援
し
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
の
方
が
絵
本
を
介
し
て
ふ
れ
あ
い
の
時
間

を
持
っ
て
ほ
し
い
。」そ
ん
な
願
い
を
こ
め
て
、

出
水
市
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、
平
成

　

年　

月
に
始
ま
り
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ

２１

１１

体
験
と
と
も
に
、
自
宅
で
す
ぐ
に
読
み
聞
か

せ
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
、
絵
本
や
ブ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
絵

本
を
手
に
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、
家
族
で
絵
本

に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
た
た
か
な
時
間

を
共
有
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
は
図
書
館
で

　
「
こ
と
ば
の
わ
か
ら
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に
、

ど
ん
な
本
を
読
ん
だ
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
。」と
悩
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
方
の
た
め
に
、
図
書
館
で
は
、

０
歳
か
ら
３
歳
位
ま
で
の
お
子
さ
ん
向
け
の

ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し
、
リ

ス
ト
以
外
の
本
も
展
示
・
貸
出
を
行
っ
て
い

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
ど
ん
な
本
に
興
味
を
示

す
か
、
反
応
を
見
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
本

を
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　　

図
書
館
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
妊
娠
中
の
方
か
ら
、
子
育
て
真
っ

最
中
の
方
に
も
役
立
つ
「
子
育
て
支
援
コ
ー

ナ
ー
」
も
設
け
て
い
ま
す
。
名
付
け
の
本
、

離
乳
食
の
本
、
絵
本
ガ
イ
ド
、
し
つ
け
の
本
、

お
父
さ
ん
の
育
児
の
本
な
ど
、
育
児
に
関
す

る
悩
み
は
、
図
書
館
の
本
で
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

赤ちゃんに抱っこと絵本を！

だっこＤＥえほん
（乳幼児向け読み聞かせ会）

日時　毎月第４土曜日　午前１０時
場所　中央図書館（�６３－２１０５）
対象　乳幼児（０歳～３歳）と保護者

親子読書教室「すくすく」
日時　毎月第２、４火曜日　
　　　　午前１０時３０分
場所　高尾野図書館（�８２－５４５２）
対象　０歳児～幼児と保護者

乳幼児を対象にした事業を実施しています。
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図書館だより

図書館だより 図書館だより 図書館だより 

＜平成２２年６月　移動図書館運行表＞

【一般書】

『暮らしのおへそ
シリーズ①～⑨』
主婦と生活社

図書館員おすすめの本 図書館員おすすめの本 
【児童書】

『ふようどのふよこちゃん』
飯野　和好　作

理論社

運行日
運行時間ステーション名

６　月

１日
１５日

１０：００～１０：２０西之口団地公民館
第１・３
火曜日 １４：３０～１４：５０ラ・フォンテいずみ

１５：００～１５：２０鹿島公民館

２日
１６日

９：４０～１０：００江内北部コミュニティーセンター

第１・３
水曜日

１０：１０～１０：３０東辺田公民館前
１０：４５～１１：０５尾野島浜公民館
１４：１０～１４：３０茶円堀住宅

３日
１７日

９：４０～１０：００鶴亀タウン
第１・３
木曜日 １０：１０～１０：３０米ノ津駅前広場

１０：４５～１１：０５福ノ江公民館

４日
１８日

９：４０～１０：００栗毛野公民館
第１・３
金曜日
　

１０：１０～１０：３０江川野公民館
１０：４５～１１：０５内野々下公民館
１４：１０～１４：３０菅原神社（荘上・荘下）

８日
２２日

９：５０～１０：１０千本付住宅広場

第２・４
火曜日

１０：２０～１０：４０平和団地集会室
１４：２０～１４：４０鹿島住宅広場
１４：５５～１５：１５ウッドタウン公民館

９日
２３日

９：５０～１０：１０元町公民館第２・４
水曜日 １０：２０～１０：４０今釜西公民館

１０日
２４日

１０：４０～１１：００受口公民館
第２・４
木曜日 １４：１０～１４：３０屋地公民館

１４：４０～１５：００熊野神社前

１１日
２５日

１４：１０～１４：４０鶴水園第２・４
金曜日 １５：００～１５：２０加紫久利住宅広場

　不思議なタイトル『お
へそ』とは、その人だけ
がもつ習慣、その人の根
っこを作るものだそうで
す。様々な人 （々主婦、
農家、ちんどん屋さん、
女優、デザイナーなど）
の地にあしのついたハイ
センスな暮らしぶりが紹
介されています。
　おしつけがましくない
ところが好感のもてる人
気シリーズムック本です。

　主人公は腐葉土の女の
子、ふよこちゃん。普通絵
本の女の子は、かわいかっ
たり美しかったりします。しか
し絵本を見慣れている司
書の間で、お世辞にもかわ
いいとは言いにくいふよこち
ゃんは評判に。それでもふよ
こちゃん独特の魅力とお話
の面白さで、最後はすっか
り彼女を好きになってしまい
ます。

≪幼児・小学生≫
●　「たんていピンポン！！あぶないレストラン」　　舟崎克彦　作
●　「ももすけのあさごはん」　　やまちかずひろ　作
●　「たまごにいちゃんといっしょ」　　あきやまただし　作　
●　「だんどん　だんどん」　　内田麟太郎　文
●　「ちっちゃなトラック　レッドくん」　　みやにしたつや　作・絵
●　「みんなで！どうろこうじ」　　竹下文子　作
●　「とどろヶ淵のメッケ」　　富安陽子　作
●　「徳田さんちはおばけの一家」　　ねじめ正一　作
●　「ねこじたなのにお茶がすき」　　今江祥智　作
●　「木の声が聞こえますか」　　池田まき子　著　・・・等

≪中学生・高校生≫
●　「ボクタチノセカイ」　　あさのあつこ　他著　
●　「やせっぽちの死刑執行人　上・下」　　ダレン・シャン　著
●　「リリース」　　草野たき　著　　・・・等

≪一般≫
●　「ちいさな言葉」　　俵万智　著
●　「鼠、闇に跳ぶ」　　赤川次郎　著
●　「白と黒が出会うとき」　　新堂冬樹　著
●　「不等辺三角形」　　内田康夫　著
●　「六条御息所　源氏がたり」　　林真理子　著
●　「本を片手に歩くのだ」　　角田光代　著
●　「すれ違う背中を」　　乃南アサ　著
●　「文学のレッスン」　　丸谷才一　著
●　「存在の美しい哀しみ」　　小池真理子　著
●　「火群のごとく」　　あさのあつこ　著
●　「桃色東京塔」　　柴田よしき　著
●　「和菓子のアン」　　坂木司　著
●　「嵐の夜の読書」　　池澤夏樹　著
●　「戦禍のアフガニスタンを犬と歩く」　　ローリー・スチュワート　著
●　「野生の探偵たち　上・下」　　ロベルト・ボラーニョ　著　　・・・等

新新新新新新新新新新ししししししししししいいいいいいいいいい本本本本本本本本本本のののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介新しい本の紹介（（（（（（（（（（予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定））））））））））（予定）

＜開館時間・休館日＞

６月のおはなし会・親子読書会

６月の休館日開 館 時 間

７日、１４日、
２１日、２８日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
　午前９時～午後６時

中央図書館 
（�６３－２１０５）

４日、１１日、
１８日、２５日　午前９時～午後６時

高尾野図書館
（�８２－５４５２）
野田図書館
（�８４－３１００）

○中央図書館　【おはなしのへや】
２日（水）、９日（水）、１６日（水）、２３日（水）、３０日（水）日　時 午後４時から

○高尾野図書館　【おはなしのへや】
７日（月）、１４日（月）、２１日（月）、２８日（月）日　時 午後４時から

○野田図書館　【おはなしのじかん】
３日（木）、１０日（木）、１７日（木）、２４日（木）日　時 午後４時から

○高尾野図書館　親子読書教室　【すくすく】
８日（火）、２２日（火）日　時 午前１０時３０分から

※【すくすく】では、随時会員を募集しています。
　対象者は、幼児（０歳～）とその保護者です。
○中央図書館　【だっこＤＥえほん】

２６日（土）日　時 午前１０時から
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交通事故発生状況
　出水警察署管内 （４月１日～同３０日）

※（　）内の数字は前年同月比

負傷者死　者発生件数

３９人
（＋９）

０人
（－１）

２７件
（＋２）

出 水 市

１５７人
（＋２２）

２人
（－１）

１１４件
（＋１２）

平成２２年
の 累 計

セキュリティタウン　安心の街　いずみ 

問い合わせは  出水 市 防犯協 会  6 3 - 1 50 0 

すぐに振り込まない！ ひとりで振り込まない！ 誰かに相談する！ 

高齢者家庭交通安全訪問指導員のご紹介 

（任期　Ｈ22年４月１日～Ｈ25年３月31日） 

62-1150 
62-5274 
67-1525 
68-2046 
82-3906 
83-3569 
84-3406

出水支部 
 
米ノ津支部 
大川内支部 
高尾野支部 
江内支部 
野田支部 

勝木　重人 
寺地　隆光 
海江田俊春 
前田　正道 
堂脇　敏明 
中尾　義徳 
前田　孝志 

中央町 
上鯖淵 
福ノ江町 
上大川内 
高尾野町大久保 
高尾野町江内 
野田町下名 

本年１月～３月末までに16件 
（昨年同月比＋９件） 

◇ ワイヤー錠等によるツーロックをしましょう。 
◇ 短時間でも自転車を離れる時は確実にカギを 
　 かけましょう。（自転車店等でできます） 
◇ 防犯登録をしましょう。 

振り込め詐欺被害続 く  
鹿児島県のみ増加 平成21年中 

自転車を盗まれないために 万引き激増 

被 害 額  平成21年中
鹿児島県内
出 水 市 内  

約１億６千万円
約　５８６万円 

被害件数 
１０４件 
６件 

オレオレ詐欺 架空請求詐欺 還付金等詐欺 融資保証金詐欺 

家族に確認しましょう。 身に覚えがなければ、振り込まない。 ATMで現金は受け取れません。 貸す前に振り込みを要求するのは詐欺です。 

　平成21年中、県内では、交通事故件数、交通事故死者数ともに増加し、中でも高齢者がかかわる事故、死傷者
数が半数以上を占めています。今後高齢者の増加に伴い、高齢者の事故がますます増えることが予想され、早急
な対策が求められています。 
（財）鹿児島県交通安全協会では、高齢者
の安全意識を高め、交通事故を防止するため、
県内235人の方を「高齢者家庭交通安全訪問
指導員」として委嘱しています。 
　本市においては、右記の７人の方が指導
員として委嘱されており、皆さんのお宅を
訪問し、正しい交通マナーを理解、実践し
てもらうため直接指導されていますのでよ
ろしくお願い致します。 

　平成21年中に51件の自転車盗難がありました。これは
盗難届けのあったもので、実際はもっと多くの自転車
が盗まれています。 
　51件の内、無施錠自転車が35件、中学生・高校生が８
割。盗難にあった場所は、自宅、スーパーや駅の駐輪
場など。 

支 部 名  氏　名 住　　　所 電　話 
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フォトニュース ＨＯ
Ｔ！

ＨＯ
Ｔ！
 
フォトニュース ＨＯ

Ｔ！
 

春
の
文
化
祭
開
催

　４月２４日と２５日の両日、高尾野農村環境改善セン
ターで高尾野町文化協会主催の高尾野地域春の文化
祭が開催されました。
　会場には１１０鉢もの色とりどりのえびね蘭が展示
され、愛好家が興味深そうに見入っていました。こ
のほか、絵画、写真、福祉作業所で作成された作品
の展示もありました。

感
謝
状
を
贈
呈

　２４年間もの永きにわたり、人生大学舞踊クラブの
講師として指導にあたられ高齢者の生きがいづくり
やボランティア活動に貢献された黒蕨道子さん（今
釜東）に対し、４月２０日、感謝状が市から贈られま
した。
　人生大学講師へ感謝状が贈られたのは、今回が初
めてとなります。

　毎月第４土曜日に開催されている恒例の出水ふれ
あい市が、４月２４日出水公会堂および出水市民交流
センター周辺で開催されました。
　昨年１１月から毎月開催の今回で６回目。
　天気にも恵まれ、鯉のぼりが気持ちよく泳ぐ会場
では、多くの買い物客で賑わっていました。

出
水
ふ
れ
あ
い
市
開

催 「
大
き
く
な
っ
て
ね
」

稚
ア
ユ
を
放
流

　４月２４日、高尾野内水面漁協組合（�崎正風組合
長）が、高尾野川に稚アユを約１５０キロ、約１９，０００
匹を全９カ所で放流し、稚アユは元気に泳いでいき
ました。
　高尾野川のアユ漁解禁は６月１日の午前５時から
の予定です。

　４月２９日、春の自然まつり「第８回チャレンジ・
ラリー」が市青年の家で開催されました。
　参加者は４４チーム、１８５人。
　各チェックポイントでは工夫を凝らした野外ゲー
ムがあり、参加者は春の自然の中、楽しくゲームに
参加していました。

野
外
ゲ
ー
ム
に
夢

中
！

「
敬
老
園
」
か
ら

「
華
の
家
」
へ

　４月２８日、養護老人ホーム「華の家」の開所式が
ありました。
　本施設は４月に出水市から社会福祉法人鶴寿会
（吉井八郎理事長）へ管理・運営が委譲された敬老園
が新築移転し名称変更したものです。
　式ではテープカットなどがあり、新たな門出を祝
っていました。

Title:22-23フォト.ec6 Page:22  Date: 2010/05/31 Mon 11:15:07 
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フォトニュース ＨＯ
Ｔ！

ＨＯ
Ｔ！
 
フォトニュース ＨＯ

Ｔ！
 

口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部

を
設
置

　宮崎県での家畜の感染症口蹄疫発生を受け、４
月２８日、出水市口蹄疫防疫対策本部が設置されま
した。
　本対策本部は市関係課、県、関係組合などで構
成。会議では今後のまん延防止対策などを協議し
ました。

ミ
カ
ン
の
花
に
囲
ま

れ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　薩摩三大関所の一つである野間之関で第２回野間
之関所まつりウォーキング大会（米ノ津東自治会主
催）が開催されました。
　市内外からの参加者約２５０人は通行手形を手に同
関所を出発し、ミカンの花が満開の中、６キロのコ
ースを楽しみました。

　平成２０年１０月から毎月第２土曜日に開催されてい
る恒例の名護新鮮おさかな市（ＪＦ北さつま出水女
性グループいとより主催）が、５月８日名護漁港で
開催されました。
　毎回多くの買い物客が訪れる市では、袋いっぱい
に魚を入れた人々で賑わっていました。

新
鮮
！
お
さ
か
な
市

消
防
活
動
へ
尽
力

　桂木政利さん（上松：写真前列左）と玉利和敏さん
（西町：写真前列右）に内閣総理大臣から瑞宝単光章
が贈られ、４月２７日、市長に報告がありました。
　桂木さんは元消防職員、玉利さんは元消防団員と
して永きにわたり消防活動に貢献された功績を認め
られたものです。

　２月３日、出水ライオンズクラブ（坂上徳弘会長）
から鹿児島県ツル保護会（会長：渋谷市長）に寄付が
ありました。
　毎年、全国から、多くの寄付金等が寄せられてお
り、ツル保護会では、寄せられた寄付をツル保護経
費として有効に活用しています。
　今後もツル保護・管理に対してご理解とご協力を
よろしくお願いします。

ツ
ル
保
護
へ
の
ご
寄
付
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

味
噌
な
め
て
ま
つ
り

開
催

　味噌なめての碑公園で５月９日、味噌なめてまつ
り（小原地区むらづくり委員会主催）が開催されまし
た。
　農地を切り開いた先人の開墾の様子を再現した伝
統芸能の「新地節」が披露され、多くの見物客から拍
手が送られていました。
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【申込・問い合わせ先】
　　本庁政策経営部企画政策課広報統計係　�０９９６－６３－４０３４

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、詳細な内容に
ついては、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は２１，７００部で市内のほぼ全世帯に配布されますので、
同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用ください�　ただし、掲載予
定ページを限定していますので、掲載希望が多数の場合は、調整させていただ
くことがありますのでご了承ください。

葬儀の規模や葬儀費用のこと、分かりますか？

いろいろある葬儀のカタチ、ご存じですか？

事前に葬儀会場を見ておかなくていいですか？

ファミール
家族葬

いつか、話し合いたいと思っていた。
かけがえのない、家族のために お葬式のこと もっとちゃんと知っておきたい…。

事前相談受付中
宗教・宗派問わずご相談下さい。

コ コ ロ イチ番

☎63-5561出水市緑町49番31号
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○出水郡医師会では、日・祝日の当番医に加え、平日の午後８時から同１１時まで、救急患者に限り診療協力をしています。
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）、［夜］：夜間当番医（午後８時～同１１時）、［児夜］：小児科夜間当番医（午後７時～同１０時）

当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医ののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせ当番医のお知らせ

６　　　　　月

医 療 機 関 名日医 療 機 関 名日

�○６２ ０１６７栄 町小児科二宮医院［児夜］１９
（土）

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター

［夜］３
（木）

�○６２ ０００９広 瀬産・婦人・内科白男川クリニック［当］

２０
（日）

［夜］４
（金）

�○６３ ２３３３井 上循環器・内科三慶医院［当］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］５
（土）

�○７３ ３６３９（阿久根市）内・外科林胃腸科外科［当］�○８２ ００４８大 和消化・内科恒吉医院［当］

６
（日）

�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］�○６３ ７０１１春日町内・消化・放射線科おかだクリニック［当］

�○６２ ０１６７栄 町小児科二宮医院［児夜］�○７２ ０４２０（阿久根市）内・外科山田クリニック［当］

�○６２ ８６００千本付内科楠元内科医院［夜］２１
（月）�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター

［夜］２２
（火）�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

［夜］２３
（水）

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター

［夜］７
（月）

［夜］２４
（木）［夜］８

（火）

［夜］２５
（金）�○６２ ０１７０栄 町耳鼻咽喉科吉田耳鼻咽喉科医院［夜］１１

（金）

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］２６
（土）�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］１２

（土）

�○６４ １１８７東大野原耳鼻咽喉科せき耳鼻咽喉科クリニック［当］

２７
（日）

�○６２ ０２４１平良馬場消化・内・外科クリニック．なかむら［当］

１３
（日）

�○６４ ８８００名古東泌尿器・性感染症内・内科林泌尿器科クリニック［当］�○８４ ２０２３仮 屋内科野田診療所［当］

�○７２ １０４１（阿久根市）整外科植村整形外科［当］�○７２ ００１６（阿久根市）外・小児・整外科北国医院［当］

�○７５ ２１２１（阿久根市）精神・内科脇本病院［当］�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］

�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター

［夜］１５
（火）

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター

［夜］２９
（火）［夜］１６

（水）

［夜］３０
（水）［夜］１８

（金）
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６月６日

（阿久根市）�７５－３３３３歯 科よしもと歯科クリニック

早 馬�６７－１０７８中 村 五 郎 薬 局

６月１３日

茶 円 掘�６２－８２４１歯 科は し ぐ ち 歯 科 医 院

平 良 馬 場�６３－３０７０ふ れ あ い 薬 局

仮 屋�８４－２８５６野 田 調 剤 薬 局

水道修繕工事当番事業者
高 尾 野 ・ 野 田 地 域出 水 地 域

期　　　間 休日および平日の
　午後５時以降平　日工事事業者休日および平日の

　午後５時以降平　日工事事業者

携帯電話
（０９０－７１５４－７４９０）

�８５－５９０１樋 口 電 設

携帯電話
（０９０－７３９７－７８９８）

�６２－０３１３ことぶき電気設備６月１日～同６日

�８２－０６１２ホクシン工建�６２－３８３３道 添 建 設６月７日～同１３日

�８４－２２３１宮 脇 建 設�６３－６６８５川 島 工 建６月１４日～同２０日

�８２－３６３７野 村 電 設�６２－０６７６出水合同電設６月２１日～同２７日

�８２－００４４アタックス�６７－１０６６山門電気商会６月２８日～７月４日

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科医医医医医医医医医医医医医医休日当番歯科医・・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局当番薬局

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（�６３－０１１９）にお問い合わせください。

６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事６月の主な行事

６月２０日

栄 町�６３－２１５０歯 科金 子 歯 科 医 院

渡 瀬 口�６２－８８１３タ カ ラ 調 剤 薬 局

６月２７日

表 郷 西�６３－４６１８歯 科こ じ ま 歯 科 医 院

東 大 野 原�６２－９２９２メ ー プ ル 薬 局

早 馬�６７－５００２マリン薬局米ノ津店

１日（火） ▼高尾野川アユ漁解禁（午前５時・高尾野川）
６日（日） ▼米ノ津川アユ漁解禁（午前４時・米ノ津川）
２１日（月） ▼出水人生大学（午前９時３０分・出水老人福祉センター）
２６日（土） ▼部分月食観察会（午後６時３０分・青年の家）
２７日（日） ▼第５回出水市女性ソフトバレーボール大会（午前８時３０分開会式・市総合体育

館ほか）
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写真提供　郭　玉民博士
（北京林業大学）

　

越
冬
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
ツ
ル

た
ち
も
繁
殖
地
へ
と
旅
立
っ
て
行
き

ま
し
た
。
ナ
ベ
ヅ
ル
の
繁
殖
地
の
ひ

と
つ
で
あ
る
中
国
黒
龍
江
省
か
ら
ナ

ベ
ヅ
ル
の
様
子
を
伝
え
る
写
真
と
便

り
が
届
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
４
月　

日
に
ナ
ベ
ヅ
ル
が

１４

到
着
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
写
真
を

撮
っ
て
い
る
と
き
は
見
渡
せ
る
範
囲

に　

羽
の
ナ
ベ
ヅ
ル
が
い
た
よ
う
で

１２

す
。

　

数
が
少
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
越
冬
地
の
出
水
と
は
違
っ

て
、
繁
殖
地
で
の
ツ
ル
の
つ
が
い
は

各
々
広
い
縄
張
り
を
持
ち
、
広
大
な

土
地
に
点
在
し
て
い
る
の
で
、
出
水

で
越
冬
し
て
い
る
時
の
よ
う
に
、
一

度
に
た
く
さ
ん
の
ツ
ル
を
見
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
秋
も
、
元
気
な
幼
鳥
た
ち

を
連
れ
て
無
事
に
出
水
に
帰
っ
て
き

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

始
め
よ
う
！
地
球
に
も
、
家
計
に
も
や
さ
し
い�

省
エ
ネ
生
活�

 
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
今
日
の
環

境
問
題
は
、と
て
も
深
刻
な
問
題
で
す
。
�

 
地
球
規
模
の
問
題
で
あ
っ
て
も
、こ
れ
を
防

止
す
る
た
め
に
は
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。
�

　
毎
年
6
月
は『
環
境
月
間
』
、そ
し
て
6
月

5
日
は『
環
境
の
日
』で
す
。
�

 
こ
の
機
会
に
、家
庭
や
職
場
で
環
境
に
つ
い

て
考
え
、私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
地
球
を
守

る
た
め
、省
エ
ネ
等
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
�

 
決
し
て
難
し
く
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
身
の
回
り
で
、で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。
�

 
省
エ
ネ
等
に
取
り
組
む
と
、家
計
の
節
約

に
も
な
り
ま
す
。
�

設
定
温
度
に
注
意
！
エ
ア
コ
ン
�

　
家
庭
で
使
わ
れ
る
電
化
製
品
で
、消
費
電

力
量
ト
ッ
プ
は
エ
ア
コ
ン
で
す
。
�

　
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
は
、冷
房
時
は
２８
℃
、

暖
房
時
は
２０
℃
を
目
安
に
し
て
、あ
と
は
着
る

も
の
で
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
�

こ
ま
め
に
抜
こ
う
！
コ
ン
セ
ン
ト
�

　
不
必
要
な
電
化
製
品
の
電
源
を
切
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
こ

と
も
大
切
で
す
。
�

　
多
く
の
電
化
製
品
は
、時
計
な
ど
の
機
能

が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
、電
源
を
切
っ
て
い

て
も
、電
力
は
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
こ
ま
め
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
よ
う
に
心
掛

け
、待
機
時
の
消
費
電
力
量
を
減
ら
し
ま
し

ょ
う
。
�

賢
く
選
ぼ
う
！
電
化
製
品
�

　
最
近
の
電
化
製
品
は
、消
費
電
力
量
を
抑

え
た
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
も
の
が
増
え
て
い
ま
す
。
�

　
価
格
だ
け
で
選
ば
ず
に
、消
費
電
力
量
も

考
え
て
選
ん
だ
方
が
、長
い
目
で
見
る
と
安
く

つ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
�

　
ま
た
、掃
除
や
手
入
れ
な
ど
が
簡
単
で
あ

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
性
能
な
ど
を
よ
く
調

べ
て
か
ら
購
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
�

始
め
よ
う
！
エ
コ
通
勤
�

 
「
エ
コ
通
勤
」
と
は
、週
１
回
な
ど
、で
き
る

範
囲
で
通
勤
手
段
を
車
か
ら
バ
ス
、自
転
車
、

徒
歩
な
ど
に
変
え
て
み
る
取
り
組
み
で
す
。
�

 
ク
ル
マ
の
利
用
を
少
し
工
夫
す
る
だ
け
で
、

地
球
環
境
・
家
計
そ
し
て
か
ら
だ
に
も
優
し
い

「
エ
コ
通
勤
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
�

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
！
�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
駐
停
車
時
�

 
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
っ
放
し
に
し
て

い
る
状
態
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
」
を
長
く
続
け
る

と
、ガ
ソ
リ
ン
を
無
駄
に
消
費
す
る
だ
け
で
な

く
、地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭

素
を
ど
ん
ど
ん
排
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
１
分
以
上
停
止
す
る
と
き
は
、エ
ン
ジ
ン
を

止
め
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
急
発
進
や

空
ぶ
か
し
も
禁
物
で
す
。
�

 
ま
た
、近
く
へ
は
、歩
い
た
り
、自
転
車
を
使

用
し
た
り
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
�

買
い
物
の
と
き
は
忘
れ
ず
に
！
�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
イ
・
バ
ッ
グ
�

　
す
ぐ
に
不
要
に
な
る
レ
ジ
袋
や
無
駄
な
包

装
を
持
ち
帰
ら
な
い
こ
と
が
、ご
み
減
量
の
第

一
歩
で
す
。
�

 
買
い
物
の
と
き
は
、専
用
の
バ
ッ
グ（
マ
イ
・
バ

ッ
グ
）を
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
小
さ
く
折
り

た
た
め
る
も
の
で
あ
れ
ば
、常
に
携
帯
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
�

　
ま
た
、過
剰
な
包
装
は
断
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
�

�【お
願
い
】�

　
6
月
6
日（
日
）は
、ア
ユ
漁
が
解
禁
に
な
り

ま
す
。
�

　
河
川
敷
で
飲
食
し
た
後
は
、来
た
と
き
よ

り
も
美
し
く
す
る
つ
も
り
で
清
掃
し
、ご
み
は

必
ず
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
�

�

『今月の問題』
　カエルは両生類。
では次の中でカエ
ルの仲間はどれで
しょう？

　
　Ａ イモリ
　Ｂ ヘビ
　Ｃ トカゲ

　
☆答えはホームペー
ジか来月号で
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５
月　

日
、
野
田
町
餅
井
に
あ

20

る
西
田
馨
さ
ん
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

園
で
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
。　

　
　

年
前
か
ら
少
し
ず
つ
増
や
し
、

20
今
で
は
面
積　

ア
ー
ル
、　

種
類
、

40

70

約　

万
本
の
シ
ョ
ウ
ブ
が
咲
き
誇

20
り
、
毎
年
、
多
く
の
見
物
客
が
訪

れ
ま
す
。
５
月
末
か
ら
６
月
初
め

ま
で
が
見
頃
。
園
内
を
歩
い
て
見

る
の
も
い
い
で
す
が
、
側
を
走
っ

て
い
る
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
車

窓
か
ら
の
眺
め
も
素
敵
で
す
。

　

撮
影
時
、
花
は
ま
ば
ら
で
し
た

が
、
本
紙
が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届

く
と
き
は
満
開
の
花
畑
で
し
ょ
う
。
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